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研究が英文の論文として、帝国学士院紀要（Proceeding of Imperial  Academy, Tokyo,1936)に載
った。これは東京帝国大学名誉教授で貴族院議員である田中舘愛橘先生の推薦によるものであった。 




２. 長谷川先生の Sq 研究とは 
Sq の研究は 19 世紀末に始まった。長谷川先生が Sq の研究に興味を持ったころのこの研究の國
際的状況は次のように纏められるだろう。 



























３. 長谷川先生の Sq 研究は電離層電磁力学研究の源流 
長谷川研究室に集まった若い研究者は、長谷川先生の Sq 研究を新しい方向に発展させた。彼ら
は Sq 等価２次元電流系が電離層を実際流れると仮定して、地上で観測の Sq データーから、電離層
の水平電流 I が分かり、さらに電離層電子密度測定結果（当時可能）を使って、電離層電気伝導度
∑が分かるので、風速Ｗ、 電場 E が分かると考えた。これは、原理は一般オーム法則の適用だ。こ
の研究は電離層電磁力学の研究の源流となり、國際的な注目を引いた。 
この研究に参加したのは、広野求和氏、前田坦氏と著者だ。この 3 名の研究は風の取り扱いが違
っている。広野氏は div W=0, 前田氏は,curl W=0, 著者は、面倒だが、大気潮汐の運動方程式を用









を旨く説明できることを示した。これら研究成果は当時の SGEPSS 学会誌 JGG に載り、この雑誌
の國際的評価を高めたと言われた。 
長谷川研の研究会には、しばしば東大の永田武先生と京大工学部の前田憲一先生が参加された。






















カゴ大の C. O. Hines 氏に送り、意見を求めた。すぐに彼から返事が届いた。それは、同じ内容の
論文を、彼と同じ大学の気象学者 Lindzen（実際は、R. Lindzen の名前は匿名）が、同じ内容の論
文を、密かに発表しようしているので、至急投稿せよとの勧告だった。彼には、いまでも感謝して
いる。ただ、この理論発見者は、果たして、私か、または Lindzen か、これは今でも國際的謎らし
い。1980 年代、この謎解明に関した質問状が Hines から届いたが、真相は不明だ。 
もう一つの成果は、大気観測の重要な技術の源流が、Sq 研究で活躍した広野求和氏により創られ
た。それは、彼による LIDAR の大気観測のアイデアだ。 
長谷川研の消滅に際し、広野氏は、長谷川研の助手を辞めて、郵政省電波研究所に移り、量子電
子工学を根本から勉強し、レーザーの研究を始めた。当時、彼の研究は電波研究所の貴重な新知識
だったらしい。当時、しばらく（1962-1964 年）、著者はオーストラリア政府の CSIRO 所属の上層
大気研究所で研究官（Research Officer）として働いていた。広野氏が、自分もそこで働きたいと
著者に伝えて来た。所長のスコットランド人の Martyn 博士は著名な電離層物理学者で FRS 




































れていた。先生は 1972 年日本学士院賞の受賞者である。電離層 F 層の電子密度が、地理緯度でな
く地磁気緯度に従って分布している、つまり電離層電子密度分布が地磁気コントロールを受けてい
る。この発見は前田先生と同僚の研究論文になり、1942 年日本語論文で発表されたが、後 1944 年、















研究機関から参加した大気、電離層の研究者のグループが 15 年に亘る議論と計画の結果、1984 年
秋、信楽山中に、世界の研究者の共同利用設備として、完成した。 
MU レーダーと名づけたこのレーダーは、直径 100m の円形の人工盆地に、約 500 本の 3 素子八
木アンテナを並べ、各アンテナが小型送受信機をもつアクチイブアンテナアレイ・システムだ。1
















をしている。これら潮汐理論と MU レーダー開発研究が、2 つの賞の対象になった。一つは 1987














































Shigaraki, Japan,34.85 N, 136.10E: 46.5 MHz 
Area radius 103m, Maximum power 1MW pulse, 475 crossed Yagi, Active phased array  
 
 
EAR (Joint Operation by Kyoto Univ. and LAPAN) 
Sumatra, Indonesia;0.20°S, 100.32°E; 47 MHz Area radius 110m; 560 Yagi, Maximum power 
100kW pulse 
